

























































































































































































































































tute for Educational Leadership)理科教育部門
の参加研究者を EI=1種会員，一般研究者を乙種会
員として発足，その後，日本教育大学協会から
も独立し，学会の組織を拡大し，一般化して現
在に至っている。現在 会員は大学等の理科教
育学の研究者，ノト・ i~コ・高の理科教員を中心に，
約2000名を数えている。 月刊の機関誌， r理科
の教育jと年 3liの学会誌 f理科教育学研究』
を刊行している。理科教育学会では、年 1liの
日本理科教育学会全国大会とともに、北海道，
東北，関東，北陸，東海，近畿，中国， I盟国，
九州の 9支部による原t=!0年度 1田の支部大会を
開催している。今回，本学で開催したのは，第
52屈の関東支部大会である。
発表は， 4つの会場に分かれ，発表総数は54
件であった。発表内容は，実に多岐にわたり，
「科学概念を育成する理科授業改善へのアプロー
チーサイエンス・コミュニケーションの理論を
もとに-j，1英語を用いた理科教育の試み一英
誌と理科教育などの理科授業研究， 1生命概
念を育成する水族館等の学校外施設の活用Jな
ととの理科教育の資源研究 「理系のキャリア意識
と浬系進路の意識形成過程jなどの理科におけ
るキャリア教育研究 「理科と理科教師の人間化
一科学教育授業実践に見る 5本仏教の影響-j，
「授業力の向上をiヨ指した中学校理科主任会の取
組Jなどの教師養成・研1多の研究， 1小学校教員
志望学生の月の満ち欠けの理解を志向した指導
方!日告に関する一考察j，1水溶液の均一性の見方
を科学的に高める指導法の視点j，1アーギュメ
ントスキルの育成jなどの理科指導法の研究，
fクモの網標本の作製と教材化jなどの理科教材
研究， 1環境問題に関するグラフの説明を題材と
した総合的な実践j，1坊災教育を体系的に位置
づける小学校理科カリキュラムの提案jなどの
理科における環境・紡災研究， 1大正後期成城小
学校理科における動物利用jなどの理科教育史
研究， 1米国における STEM授業の特質に関す
る研究j，1中華人民共和国の小学校理科教科書
の構成屠蘇の概要jなどの海外の理科教育の研
究、さらに「理科実験に対するナラテイブの有
効性についてj，ISTS 的問題意識の醸成に関す
る研究jなどにまで及び 理科教育学会の研究
関心の広さを示している。
支部大会で、は，こうした研究発表とともに，
i日本教育大学協会関東地区理科部会jと 18本
理科教育学会関東支部評議会jを開催するのが
'慣例になっている。
筑波大学40周年記念事業として筑波大学と共
催の形をとることができ，また，学外からの来
学者にとって分かりやすい場所にある総合研究
棟Aを利用することができたことも，円i骨な大
会実施の要因であった。この場を借りて心から
感謝申し上げます。
(文責:第52回大会実行委員長大高泉)
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